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要約   

本研究は、自然体験を通じて人間性と思いやりがどのように育まれるかを、異文化背景

を持つ学生と日本文化が生活圏である学生の学びの共振を通して考察したものである。京

都西山という自然豊かな環境での教育及び体験学習を通じて、学生たちは自然の力や命の

尊さに触れ、共生社会の理念を実感していった。テキストマイニングによる分析からは、

自然・命・共感・責任といった語が頻出し、感性と倫理観の育成に自然体験が有効である

ことが示唆された。 

Abstract   

This study explores how humanity and compassion are nurtured through experiences in 

nature, focusing on the mutual learning between students from diverse cultural backgrounds 

and those immersed in Japanese culture. Through educational and experiential learning in 

the rich natural environment of Kyoto Nishiyama, students encountered the power of nature 

and the preciousness of life, gaining a deeper understanding of the concept of a symbiotic 

society. Text mining analysis revealed frequent use of words such as "nature," "life," 

"empathy," and "responsibility," suggesting that experiences in nature are effective in 

cultivating sensitivity and ethical awareness. 
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1. はじめに   

本学は 2024年度より「共生社会」と学科名を変更し、生育歴を異文化で過ごした学生

たちが、古都京都西山という自然豊かな環境の中で、四季の移り変わりを地域と共に体感

しながら、異文化を発信し双方向の刺激を受けることで、日本社会に寄与できる人材育成

を目指している。   

本研究では、共生社会概論の「自然と環境」分野において、本学の理念である「人間性

の性根」や「思いやり」とは何かを探るとともに、私たちを取り巻く環境を地球人として

捉え、自然物に触れる体験を通じて、自然と人との共生の意味を体感し、異文化による環

境意識の醸成と共振について考察する。 

 

2. 目的   

共生社会における人間性と思いやりの着眼から、涵養教育環境について、異文化による

共振の視点から自然と人の共生の根幹である環境意識を一考察する。 

 

3. 調査方法   

調査期間：2025 年 6月 16 日～30 日   

調査手法：聞き取り・振り返りペーパー   

分析方法：テキストマイニング（共起キーワード出現マップ・ワードクラウド・テーマ別

分類）   

調査内容：海ガメ保全の海岸活動、生態系、農薬、合鴨農法、絶滅危惧種、人工物、生物

学者、命、サイレントスプリング、大崎町の環境教育紹介する中で、記述式回答をとっ

た。本調査においては、その振り返りシートの記述を分析データとして用いることとす

る。また、できる限り国の成育歴バイアスによる影響がでないよう、あくまでも「涵養環

境教育」を主な視点として、「人間性・思いやり」の意識や知識習得を目的とした内容と

した。 
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アンケート内容 

（１）桜島の話を聞いて、感じたことは何ですか 

（２）レイチェル・カーソン合鴨農法を知って感じたことはなんですか 

また、合鴨ロボットを知ってどう思いましたか 

（３）マイクロプラスチック問題についてどう思いましたか 

（４）軽石塗りをしてみた心の動きはどうでしたか 

（５）人間性と思いやりは、どこで育まれると思いますか 

（６）自然物 竹琴に触れた心の動きはどうでしたか 

 ・ 

4．倫理的配慮 

 個人情報を厳重に管理し、研究成果公表時には個人が特定されないよう配慮した。 

また、対象者に対して口頭で研究目的および方法を説明するとともに、調査結果について

は個人情報を厳重に管理すること、研究成果を公表する際には個人が特定できないように

することを伝え、文書による同意を得た。 

 

5. 調査結果と分析 

 問 1：桜島の話を聞いて、感じたことは何ですか   
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問１考察 桜島という自然の象徴を通して、学生たちは自然の力に対する畏怖、共生への

意識、驚き、感謝といった多様な感情を抱いていた。これらの感情は、環境教育において

重要な学びの契機となりうる。 

 今後の教育実践においては、こうした実感を伴う自然体験を積極的に取り入れ、自然と

の関係性を深める教育のあり方を模索していく必要がある。 

問 2：レイチェル・カーソン合鴨農法を知って感じたことはなんですか 

また、合鴨ロボットを知ってどう思いましたか 
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ワードクラウド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２考察 

レイチェル・カーソンの言葉は、現代の学生たちに深い感動と気づきを与えている。彼

らの声からは、自然への畏敬、科学技術とのバランス、そして未来への責任というテーマ

が浮かび上がる。環境教育は、知識だけでなく感性と倫理を育む場であるべきであり、カ

ーソンの思想はその羅針盤となる。 

テクノロジーと自然の融合に対する好意的な反応が多く見られた。持続可能な農業への

期待とともに、人間の仕事との関係性や倫理的な懸念も一部に見られ、スマート農業の可
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能性と課題が浮き彫りとなった。 

新型合鴨ロボットに対する学生の反応は、環境への配慮、技術への関心、そして自然と

の共生への希望に満ちている。彼らの声は、環境教育が単なる知識の伝達ではなく、感性

と倫理を育む場であることを示している。今後、このような技術を教材として活用するこ

とで、持続可能な社会の担い手を育てる教育の可能性が広がるだろう。 

 

問３：マイクロプラスチック問題についてどう思いましたか   
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問３考察 

マイクロプラスチック問題に対する市民の声は、驚き・痛み・不安・希望といった多様

な感情に満ちている。これらの感情は、行動変容の原動力となり得る。教育・政策・企

業・市民が連携し、共感と知識に基づいた持続可能な未来を築くことが急務である。 

自然音体験を通じた生態系理解と感性の育成：学生の声から読み解くは、現代の環境教育

において、生態系への理解は知識の習得だけでなく、感性を通じた体験的な気づきによっ

て深まる。特に、蝉の鳴き声や風鈴の音、滝や水辺の音といった「自然音」は、季節感や

記憶を呼び起こし、心の安定や癒しをもたらす力を持つ。本稿では、京都西山短期大学の

学生による自然音体験の記録をもとに、生態系への気づきと感性教育の可能性を考察す

る。 

問４：軽石塗り 

環境教育を意識して 
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問４考察 

桜島という自然の象徴を通して、学生たちは自然の力に対する畏怖、共生への意識、驚

き、感謝、創造性、そして人間の在り方について多様な感情を抱いていた。これらの感情

は、環境教育において重要な学びの契機となりうる。今後の教育実践においては、こうし

た実感を伴う自然体験を積極的に取り入れ、自然との関係性を深める教育のあり方を模索

していく必要がある。 

問５ 人間性と思いやりは、どこで育まれると思いますか 
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問５考察 

人間性とは、他者への思いやり、誠実さ、共感、責任感など、人としての内面的な資質

を指す。理性は、善悪を判断し、正しい行動を選択する力であり、社会生活において不可

欠な能力である。近年、教育や福祉の現場では、これらの資質の育成が人格形成の中心的

課題として注目されている。本稿では、京都西山短期大学の学生による体験談をもとに、

人間性と理性がどのように育まれ、思いやりがその中心にあるかを考察する。 

学生たちの体験談から、人間性と理性は日常の中で少しずつ育まれ、思いやりの心がそ

の中心にあることが明らかとなった。家庭・学校・社会という多様な環境の中で、他者と

の関わりを通じて育まれる人間性は、未来の社会を支える力となる。今後の教育実践にお

いては、こうした感性と経験に基づく育成を重視し、人間らしく生きる力を育むことが求

められる。 

問６ 自然物 竹琴に触れた心の動きは何ですか  
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6. 考察   

本研究を通じて、自然との接触体験が人間性や思いやりの醸成に深く関与していること

が明らかとなった。特に、異文化背景を持つ学生たちが自然物に触れることで、感情的な

共鳴や倫理的な気づきを得ている点は注目に値する。   

自然の脅威と美しさ、命の尊さ、環境への責任など、複数の視点が交差する中で、共生社

会の理念が実感として根付いていく様子が見られた。教育現場においては、こうした体験

型の学びが「隠れたカリキュラム」として機能し、学生の内面に働きかける力を持つ。  

また、自然科学者広瀬氏の言葉にあるように、宇宙規模で命を捉える視点は、自死の抑制

にも繋がる可能性があり、命を尊ぶ教育の重要性が浮かび上がる。異文化による共振は、

単なる文化交流にとどまらず、価値観の再構築や倫理的な覚醒を促す契機となる。   

自然物に触れることで得られる感性の育成は、現代社会における孤立や希薄な人間関係へ

の処方箋ともなり得る。自然と人間の関係性を再定義することは、共生社会の実現に向け

た第一歩であり、教育の根幹に据えるべき視座である。 

7. 結論 

本学西山地域における自然と人の共生環境は、命最優先の意識を育む土壌であり、異文

化学生が共振しながら、共生社会学の中で命を発信する糸口となる。   

自然への畏敬の念と人間性と思いやりの醸成は、共生社会の根幹を支えるものであり、今

後の教育・地域づくり・国際理解において重要な視座となることが本研究から考察され

た。また、自然を意識した生活環境は、セロトニンの分泌を促し、心の安定や幸福感の向

上にも寄与することが示唆されている。自然と共にある暮らしが、人間の感性や倫理観を

育む基盤となることを、今後の教育政策においても重視すべきである。 

8. 今後の課題 

本研究では、自然体験を通じた人間性の醸成に焦点を当てたが、今後は以下の課題に取

り組む必要がある。 

第一に、異文化背景を持つ学生の価値観の変容を長期的に追跡する縦断的研究の実施であ
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る。短期的な感想にとどまらず、思いやりや倫理観がどのように定着するかを検証する必

要がある。   

第二に、自然体験の質と量の違いが心理的・社会的成長に与える影響を比較することであ

る。都市部と自然環境の違い、デジタル体験との比較など、多角的な視点が求められる。   

第三に、教育現場での実践的応用として、自然物を活用したカリキュラム開発や評価指標

の整備が必要である。感性・倫理・共感力といった非認知能力の育成を、体系的に教育に

組み込む仕組みづくりが求められる。   

最後に、異文化共振の効果を地域社会全体に広げるための連携体制の構築が課題であ

る。教育機関・自治体・地域住民が協働し、共生社会の理念を実践する場づくりが重要と

なる。 
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